
 

様式２－４ 

特定テーマ①に対する企画提案 

特定テーマ① ： 時差出勤（社会実験）の効果検証方法について 
※ 本市では、地形的制約から市街地への入口となる道路が限られ、朝・夕の通勤・通学時間帯に交通が集中していることから、これらの交通を分散させるため、時差出勤（社会実験）を実施し、その効果を市民、事業者に分かりやすく
情報発信することで、取組の更なる拡大につなげていくこととしている。このため、時差出勤の効果を的確に把握するための具体的な効果検証方法について、提案を求める。 

 

注：作成にあたり、※以下は削除して構わない。 



 

様式２－５ 

特定テーマ②に対する企画提案 

特定テーマ② ： 有料道路利用促進策の検討にあたっての留意点と方向性について 
※ 本市では、鹿児島港の物流交通など、中心部が起終点とならない通過交通が流入し、中心部の渋滞を助長していることから、これらの交通を分散させるため、既存の有料道路を活用した対応策について、検討を行うこととしている。 
 このため、本市で有効かつ実現可能な対応策を検討するにあたって留意すべき点や方向性について、提案を求める。 

 

注：作成にあたり、※以下は削除して構わない。 


